
課（室）名   ：中山間・地域交通局地域交通政策課  

担当者名   ：太田 昌祐 

岩井快速便（広域バス路線）の存続について≪続報あり≫ 

 内 容 

≪続報≫２０２０／０７／２０ 

7 月 6日の担当者協議をうけて、日本交通㈱山本課長より報告を受けましたので共有します。（7月 16 日に鳥取

市、岩美町へメール転送し、情報共有） 

 

【時系列による経過報告】 

7月 6日   担当者会 

7月 7日   新温泉町に電話でその旨（廃止意向）伝え、7月 13日に両者で協議することを決める。 

7月 13日 14時 新温泉町来社 経緯説明と今後について協議。 

       ・新温泉町より来春まで運行継続を依頼された。廃止の手続き期間である 6ヶ月前までを踏まえ

て県、市町の合意が取れれば弊社は来春（3月末）まで運行可と回答。 

       ・帰りに岩美町に寄り協議するとのこと。 

7月 16日 10時頃 新温泉町より電話。 

       ・岩美町が来春までなら運行継続に協力するとの連絡が入る。 

       ・鳥取市（筒井補佐）から別件で電話が入り、快速便の話（新温泉町からの電話内容）を伝える。 

 

【今後のスケジュール】 

①日本交通（課長？常務？）より、岩美町（副町長？）と鳥取市（課長？部長？）へ廃止を検討していることを

伝える（廃止の報告） 

②日本交通から文書で廃止通知を各首長あてに送付。 

③担当者協議（第２回目）で、詳細・スケジュールについて協議。 

 

岩井快速便（広域バス路線）の存続について２０２０／０７／２０ 

岩井快速便（広域バス路線）の存続について、関係者で協議しましたので、概要を報告します。 

 （6月 19日（金）「令和 2年度第 1回生活交通確保に係る地域協議会東部分科会」において単県広域補助路線

の承認を求めたところ 

  質疑の際、岩美町から令和 2年度 9月以降の岩井快速便の存続について、協議の場を設けてほしいとの依頼

を受け集まったもの。） 

 

日 時：令和 2年 7月 6日（月） 13:30～14:25 

場 所：県庁議会棟 3階第 14会議室 

参加者：岩美町（大西課長、田中補佐）、鳥取市（有本主幹）、日本交通㈱（山本課長）、地域交通政策課山根補佐、

太田 

協議結果：日本交通から新温泉町に対して、路線廃止（ゆめぐりエクスプレスと岩井快速便）の意向を打診する。 

     まず、9月末の廃止を検討し、困難な場合は 3月末で検討する。 

経過等： 

○日本交通 

・元々は、全但バスと日本交通が連携して、湯村温泉⇔鳥取駅（ゆめぐりエクスプレス）を 4便で運行していた。 

 



・全但バスがゆめぐりから撤退した際に、新温泉町から頼まれて日本交通は存続したが、赤字運行が続いていた

ところ澤社長が主導して、鳥取岩美道路を運行する岩美快速便と接続し、沿線市町村から補助を受けて運行する

こととした。 

・ゆめぐりエクスプレスの補助金と岩井快速便の補助金を両方受けることで何とか維持している。片方なくなれ

ば廃止しかない。 

※ 令和元年の日交への本路線（岩井快速便《広域バス補助》・ゆめぐりエクスプレス《新温泉町独自補助》）の

補助額は総額約１，２８７万円 

  【《広域バス補助：鳥取市負担約４１０万円、岩美町負担約１８５万円、鳥取県負担約９２万円（市町村へ間

接補助）》、《新温泉町独自補助：６００万円（上限額を負担）》】 

（運行状況） 

・ゆめぐりエクスプレスと岩井快速線の接続は、新温泉町（湯村）の住民が中央病院に行くのに便利なことから、

新温泉町に存続を依頼されているが、数少ない特定の利用者のみ。 

・岩井快速線利用者の多くは鳥取市内区間（中央病院～鳥取駅）を利用しており、代替えもあることから路線廃

止による影響は多くない。特に鳥取市は。 

・岩美町の利用者が増えていかなかった。当初から利用者が増えなかったら廃止してもよいと社長が言っていた。

廃止もやむなし。 

○岩美町 

・6月議会で、岩井快速線今年度 9月以降について協議する・補助金について検討する旨の答弁を行った。 

・鳥取駅・中央病院へ早く行けて便利になるので運行開始した。岩美町としてはゆめぐりエクスプレスは関連な

いというスタンス。 

・町報で周知したが鳥取駅・中央病院への利用者が伸びなかったので、今回の協議で路線補助廃止の検討をおこ

ないたい。 

・副町長と日本交通とで 1年かけて検討するような話をしたようだ。 

（運行状況） 

・利用実績から岩美町民があまり利用していない。（平均 0.7人/便） 

・ゆめぐりエクスプレスが接続されて新温泉町の住民は便利、岩美町は岩美駅付近の町民のみ便利になったが、

ＪＲを利用している。 

・国道 9号沿いの県境の町民も鳥取市側の町民も快速便でない岩井線（国庫補助路線）を利用する。 

・その他の中山間地の町民は、町営バスで岩美駅まで運んでいるが、ＪＲ接続用のダイヤで運行しているので、

利用できない。 

○鳥取市 

・鳥取市湯谷課長が、地域連携の会議（ゆめぐりの総会？）において、新温泉町の意向を確認したいと発言して

いる。 

・鳥取市は、岩井快速線（岩美町との協議）より、ゆめぐりエクスプレスとの連携が解消されることを重要視。

（新温泉町が廃止してよいなら・・・） 

・鳥取駅-中央病院のバス運行回数が減るのは特に問題ない。岩井快速線の廃止はどちらでもよいというスタン

ス。 

○その他 

・岩井快速線は、ゆめぐりエクスプレスの接続のほかに、新温泉町営バスも接続されており、新温泉町にとって

大事な路線と想定される。 

・新温泉町は、町営バスにより中山間地と浜坂駅を繋ぐ運行がメイン。湯村からバスで浜坂駅を利用すると、鳥

取への往来が不便になる。 


